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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】令和2年9月17日(2020.9.17)

【公表番号】特表2020-523936(P2020-523936A)
【公表日】令和2年8月6日(2020.8.6)
【年通号数】公開・登録公報2020-031
【出願番号】特願2019-569773(P2019-569773)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｗ  28/02     (2009.01)
   Ｈ０４Ｗ  76/10     (2018.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｗ   28/02     　　　　
   Ｈ０４Ｗ   76/10     　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和1年12月16日(2019.12.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＳＭＦ（ｓｅｓｓｉｏｎ　ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ　ｆｕｎｃｔｉｏｎ）ノードがＱｏＳ
（ｑｕａｌｉｔｙ　ｏｆ　ｓｅｒｖｉｃｅ）をサポートする方法であって、
　ＰＤＵ（ｐｒｏｔｏｃｏｌ　ｄａｔａ　ｕｎｉｔ）セッションに関連した要求メッセー
ジを受信するステップと、
　（ｉ）ＱｏＳフローがＭＡ（ｍｕｌｔｉ－ａｃｃｅｓｓ）　ＰＤＵセッションに関連す
ることと、（ｉｉ）ＱｏＳフローが非ＧＢＲ（ｇｕａｒａｎｔｅｅｄ　ｂｉｔ　ｒａｔｅ
）　ＱｏＳフローであることに基づいて、ＱｏＳプロファイルを送信すると決定するステ
ップと、　
　前記決定に基づいて、前記ＱｏＳプロファイルを３ＧＰＰ（３ｒｄ　ｇｅｎｅｒａｔｉ
ｏｎ　ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　ｐｒｏｊｅｃｔ）アクセス及び非３ＧＰＰアクセスの両
方に送信するステップとを含む、方法。
【請求項２】
　（ｉ）前記ＱｏＳフローがＭＡ　ＰＤＵセッションに関連することと、（ｉｉ）ＱｏＳ
フローがＧＢＲ　ＱｏＳフローであることに基づいて、前記３ＧＰＰアクセス及び前記非
３ＧＰＰアクセスのうち、前記ＱｏＳプロファイルに送信するための１つのアクセスを決
定するステップをさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記ＭＡ　ＰＤＵセッションが確立されることに基づいて、ＱｏＳ規則をＵＥ（ｕｓｅ
ｒ　ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ）に送信するステップをさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記ＱｏＳ規則は、前記３ＧＰＰアクセス及び前記非３ＧＰＰアクセスの両方に対して
共通に使用される、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記ＭＡ　ＰＤＵセッションは、前記３ＧＰＰアクセス及び前記非３ＧＰＰアクセスの
両方において確立される、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
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　ステアリング規則を端末とＵＰＦ（Ｕｓｅｒ　Ｐｌａｎｅ　Ｆｕｎｃｔｉｏｎ）のうち
１つ以上に送信するステップをさらに含み、
　前記ステアリング規則は、前記３ＧＰＰアクセス及び前記非３ＧＰＰアクセスの中の前
記１つのアクセスに前記ＱｏＳフローが同等にステアリングされるようにする、請求項１
に記載の方法。
【請求項７】
　ステアリング規則に従って前記ＧＢＲ　ＱｏＳフローを前記３ＧＰＰアクセス及び非３
ＧＰＰアクセスの中の第１アクセスから第２アクセスに移動する時、ＵＰＦからスイッチ
ングが必要であることを知らせるインジケーションを受信するステップをさらに含み、
　前記インジケーションは、スイッチングのターゲットであるＱｏＳフローに関する情報
とスイッチングのターゲットである前記第２アクセスに関する情報を含む、請求項１に記
載の方法。
【請求項８】
　前記ＳＭＦは、前記ＧＢＲ　ＱｏＳフローのスイッチングが成功裏に行われたことを前
記ＵＰＦに知らせる段階をさらに含み、
　前記ＱｏＳプロファイルは、前記インジケーションに基づいて送信され、
　前記ＧＢＲ　ＱｏＳフローのスイッチングが成功裏に行われたことを知らせるインジケ
ーションは、前記ＵＰＦが前記第２アクセスへのスイッチングを行うようにする、請求項
７に記載の方法。
【請求項９】
　前記ＱｏＳプロファイルが送信される前記１つのアクセスは現在使用中のアクセスであ
り、
　前記ＱｏＳプロファイルは、前記現在使用中のアクセス上でリソースをセットアップす
るのに使用される、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　ＱｏＳ（ｑｕａｌｉｔｙ　ｏｆ　ｓｅｒｖｉｃｅ）をサポートするＳＭＦ（ｓｅｓｓｉ
ｏｎ　ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ　ｆｕｎｃｔｉｏｎ）であって、
　送受信部と、
　前記送受信部を制御するプロセッサとを含み、前記プロセッサは、
　ＰＤＵ（ｐｒｏｔｏｃｏｌ　ｄａｔａ　ｕｎｉｔ）セッションに関連した要求メッセー
ジを受信するステップと、
　（ｉ）ＱｏＳフローがＭＡ（ｍｕｌｔｉ－ａｃｃｅｓｓ）　ＰＤＵセッションに関連す
ることと（ｉｉ）前記ＱｏＳフローが非ＧＢＲ（ｇｕａｒａｎｔｅｅｄ　ｂｉｔ　ｒａｔ
ｅ）　ＱｏＳフローであることに基づいて、ＱｏＳプロファイルを送信すると決定するス
テップと、　
　前記決定に基づいて、３ＧＰＰ（３ｒｄ　ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　ｐａｒｔｎｅｒｓｈ
ｉｐ　ｐｒｏｊｅｃｔ）アクセスと非３ＧＰＰアクセスの両方に前記ＱｏＳプロファイル
を送信するステップとを行う、ＳＭＦ。
【請求項１１】
　前記プロセッサは、
　（ｉ）前記ＱｏＳフローが前記ＭＡ　ＰＤＵセッションに関係することと、（ｉｉ）前
記ＱｏＳフローがＧＢＲ　ＱｏＳフローであることに基づいて、前記３ＧＰＰアクセス及
び前記非３ＧＰＰアクセスのうち前記ＱｏＳプロファイルに送信する１つのアクセスを決
定するステップをさらに行う、請求項１０に記載のＳＭＦ。
【請求項１２】
　前記プロセッサは、
　前記ＭＡ　ＰＤＵセッションが確立されることに基づいて、ＱｏＳ規則をＵＥ（ｕｓｅ
ｒ　ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ）に送信するステップをさらに行う、請求項１０に記載のＳＭＦ
。
【請求項１３】
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　前記ＱｏＳ規則は、前記３ＧＰＰアクセス及び前記非３ＧＰＰアクセスの両方に対して
共通に使用される、請求項１２に記載のＳＭＦ。
【請求項１４】
　前記ＭＡ　ＰＤＵセッションは、前記３ＧＰＰアクセス及び前記非３ＧＰＰアクセスの
両方において確立される、請求項１０に記載のＳＭＦ。
【請求項１５】
　前記プロセッサは、ステアリング規則を端末とＵＰＦ（Ｕｓｅｒ　Ｐｌａｎｅ　Ｆｕｎ
ｃｔｉｏｎ）のうち１つ以上に送信するようにさらに構成され、
　前記ステアリング規則は、前記ＱｏＳフローが前記３ＧＰＰアクセス及び前記非３ＧＰ
Ｐアクセスの中の前記１つのアクセスに同等にステアリングされるようにする、請求項１
０に記載のＳＭＦ。
【請求項１６】
　前記プロセッサは、前記送受信部を介して、
　ステアリング規則に従って前記ＧＢＲ　ＱｏＳフローを前記３ＧＰＰアクセス及び非３
ＧＰＰアクセスのうち第１アクセスから第２アクセスに移動する時、ＵＰＦから前記送受
信部を介してスイッチングが必要であることを示すインジケーションを受信するようにさ
らに構成され、
　前記インジケーションは、スイッチングのターゲットであるＱｏＳフローに関する情報
とスイッチングのターゲットアクセスである前記第２アクセスに関する情報を含む、請求
項１０に記載のＳＭＦ。
【請求項１７】
　前記プロセッサは、送受信部を介して、
　前記ＧＢＲ　ＱｏＳフローのスイッチングが成功裏に完了したことを前記ＵＰＦに知ら
せるようにさらに構成され、
　前記ＱｏＳプロファイルは前記インジケーションに基づいて送信され、
　前記ＧＢＲ　ＱｏＳフローのスイッチングが成功裏に完了したことを示すインジケーシ
ョンは、前記ＵＰＦが前記第２アクセスへのスイッチングを行うようにする、請求項１０
に記載のＳＭＦ。
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